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新エネルギーについて、子どもたちが興味をもっ

て取り組めるように、若手漫才師ダムダムダンによ

り分かりやすく解説する「新エネルギー教室」を行

います。

「新エネルギー教室」では、地球

温暖化防止につながるクリーンで無

尽蔵である太陽光や風力などの新エ

ネルギーについて学ぶとともに、太

陽電池を使用したソーラーカー模型

をみんなで作る『ソーラーカー工作

教室』を行います。
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増
加
す
る
一
方
で
あ
る
「
ご
み
の
量
」

を
減
ら
す
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す

れ
ば
良
い
の
か
？
　
を
目
的
と
し
て
、
こ

の
度
、
三
十
二
名
の
方
々
に
よ
り
「
播
磨

町
ご
み
減
ら
そ
う
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。播

磨
町
で
は
、
毎
年
、
約
一
万
二
千
㌧

の
ご
み
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
処
理
す
る
の

に
四
億
数
千
万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ご
み
処
理
後
に
残
る
焼
却
灰
な

ど
の
埋
立
て
用
地
も
残
り
少
な
く
な
っ
て

お
り
、
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
資
源
ご

み
の
分
別
」
と
並
行
し
て
「
ご
み
排
出
量

の
減
量
」
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
排
出
量
の
減
量
は
、
現
在
、
も
っ

と
も
大
き
な
環
境
問
題
で
あ
る
「
地
球
温

暖
化
問
題
」
を
解
消
す
る
大
き
な
方
策
と

も
な
り
ま
す
。

『
播
磨
町
ご
み
減
ら
そ
う
会
』
は
、
こ

の
よ
う
な
趣
旨
に
よ
り
今
後
の
活
動
を
行

う
予
定
で
す
。
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
を

大
切
に
し
た
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
を
よ
り
良
き
環
境
に
し

た
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
、
い
つ
で
も
、

ど
な
た
で
も
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

活
動
は
、
主
に
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

一
、
二
カ
月
に
一
度
程
度
の
検
討
会
の
開

催
と
ご
み
処
理
施
設
の
見
学
会
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
、
産
業
生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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快適で便利さを追求する私たちの消費

生活が、多くの「ごみ」を生み出してい

ます。そして、このような生活様式が限

られた資源を浪費し、これが多様な環境

破壊を引き起こす原因となっています。

『ごみ減らそう会』では、なるべく多

くの方に入会していただき、増え続ける

「ごみ」の減量方策を考えることにより、

地球温暖化などの環境問題を考えていた

だける機会になればと思います。

ごごごごみみみみ減減減減ららららそそそそうううう会会会会

ご
み
を
増
や
す
の
も
減
ら
す
の
も
私
た
ち
。
環
境
を
考
え
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
「
ご
み
の
減
量
」

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
度
、
ご
み
の
量
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ

い
の
か
？
　
を
テ
ー
マ
と
し
た
『
播
磨
町
ご
み
減
ら
そ
う
会
』
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

『
播
磨
町
ご
み
減
ら
そ
う
会
』が
結
成�

▲君もソーラーカーをつくってみよう

喜
瀬
川
美
化
に
関
す
る
決
議

播
磨
町
の
中
央
を
流
れ
る
喜
瀬
川
は
、
ふ
る
さ
と
の
川
モ
デ

ル
事
業
に
よ
り
、
美
し
く
見
事
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
現
し
、
住
民
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
ま

ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
財
産
で
も
あ
る
。

こ
の
美
し
さ
を
保
ち
、
安
心
し
て
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
心
に
喜
瀬
川
を
大
切
に
す
る
思
い
を

育
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
播
磨
町
自
治
会
連
合
会
は
、
毎
年
七
月
第
一
日
曜

日
を
喜
瀬
川
美
化
の
日
と
定
め
、
多
く
の
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
、
心
の
こ
も
っ
た
美
化
活
動
を
実
施
す
る
。

▲真剣に作業をされる参加者たち

日　時　８月11日（日）�

　　　　午前の部　午前10時～正午�

　　　　午後の部　午後１時～３時                �

場　所　中央公民館  視聴覚室�

定　員　各先着80名ずつ�

対　象　町内在住、在勤、在学の方�

申込方法　参加申込書の提出または、電話で参加区分・参加者の�

　　　　　代表者氏名・参加人数・電話番号をご連絡ください。�

参加料　無料  �

主　催　近畿経済産業局、播磨町、(財)新エネルギー財団�

申し込み　産業生活課　10794（35）2364�

備　考　小学３年生以下の子どもは、親子でご参加ください。�

　　　　小学４年生以上は、子どものみでも参加できます。�

市民環境大学�

七
月
七
日
(日)
、
播
磨
町
自
治
会

連
合
会
主
催
に
よ
る
喜
瀬
川
の
一

斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

播
磨
町
自
治
会
連
合
会
は
、
昨

年
五
月
の
総
会
で
七
月
第
一
日
曜

日
を
「
喜
瀬
川
美
化
の
日
」
と
し
、

一
斉
清
掃
は
今
年
で
二
回
目
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
約
千
人
の
参

加
者
が
、
ご
み
拾
い
や
河
川
敷
に

植
え
ら
れ
た
植
栽
の
草
引
き
に
汗

を
流
さ
れ
ま
し
た
。
一
時
間
ほ
ど

の
清
掃
で
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
約

六
㌧
。
予
想
以
上
の
ご
み
の
量
に

参
加
者
も
驚
く
ほ
ど
。

参
加
者
の
一
人
は
「
川
で
う
な

ぎ
を
見
つ
け
て
び
っ
く
り
！
可
憐

な
花
も
咲
い
て
い
ま
し
た
よ
。
こ

れ
ら
の
水
生
生
物
や
植
物
を
守
り

た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
私
た
ち
に

と
っ
て
も
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

に
少
し
貢
献
で
き
た
か
な
。」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

〜
七
月
第
一
日
曜
日
は
『
喜
瀬
川
美
化
の
日
』
〜�
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昭和60 61 62 63 平成元�2 3 4 5 6 7 8 9 10

（年度）�
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ごみ排出量ごみ排出量�ごみ排出量�

資源回収量資源回収量�資源回収量�

年間ごみ排出量と資源回収量の推移�

世話役　毛利　豊さん


